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　財務4表とは、①貸借対照表、②行政コスト計算書、③純
資産変動計算書、④資金収支計算書のことです。
　春日市では、一般会計（a）を中心に、国民健康保険事業な
どの特別会計（b）、水道企業団などの市関連団体の会計（c）
を合算（連結）し、「連結財務4表」を作成しています。
　個別に決算し
ていたこれらの
会計を「連結」す
ることで、市全
体の財政状況を
把握することが
できます。

「連結財務4表」って何？

　
現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
制
度
は
、会
計
ご
と
の
現
金
の
動
き
が
分
か
り
や
す
い
反
面
、

市
が
整
備
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
資
産（
学
校
、道
路
、施
設
）な
ど
の
価
値
や
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
発
生
し
た
減
価
償
却
費
な
ど
の
、目
に
見
え
な
い
費
用
情
報
が
不
足
す
る
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
不
足
す
る
情
報
を
補
う
た
め
に
、総
務
省
の
指
針
に
基
づ
き
、企

業
会
計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た「
連
結
財
務
４
表
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
連
結
財
務
４
表
を
分
析
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

（単位：億円）

純資産比率が前年度から0.5ポイント増になって、市の財政運営の安定
性が向上しました。これは、資産（Ａ）全体は6億7200万円増えた一方
で、負債（Ｂ）が9億4600万円減ったのが主な理由です。負債が減ったの
は、借金（ローン）を少しずつ返済しているからです。

図　資産と負債・純資産の関係

＝資　産（A)

区分 説明 23年度 24年度 増減

資産（A） 市が保有する全ての資産
（道路、学校などのインフラ、現金、債権など） 2310.83 2317.55 　+6.72

負債（B） 資産のうち借金などの返済義務があるもの
（将来の世代が負担するもの） 556.80 547.34 ▲9.46

純資産（C）（＝A-B）資産のうち負債を除いたもの（過去の世代がすでに負担済みのもの） 1754.03 1770.21 　+16.18

純資産比率（C／A）資産全体における純資産の割合。この比率が高いほど財政運営の安定性が高いと言えます。 75.9％ 76.4％ +0.5ポイント

※▲はマイナスを表します。

△あすかちゃん（左）とかすがくん（右）

　住民サービスを提供するために保有している資産とその成り立ちなどを示したものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基準日：平成25年3月31日）

要点解説！

普
通
会
計
ベ
ー
ス

連
結
ベ
ー
ス

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事

業
、介
護
保
険
事
業
、下

水
道
事
業
な
ど

上
水
道
事
業
、火
葬
場
事

業
、ご
み
処
理
事
業
、消

防
事
業
な
ど

単
体
ベ
ー
ス

b ca

私たちが「連結
財務4表」につ
いて、要点を分
かりやすく説
明します！！

負債（B）

純資産（C）

連
結
財
務
４
表
の
分
析
結
果
を
報
告
し
ま
す

平
成
24
年
度
決
算

①貸借対照表（バランスシート）
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問い合わせ先　財政課 財政担当　☎（584）1111　F（584）1145
詳細は、市ウェブサイト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）か、財政課窓口（市役所5階）で閲覧できます。

平成24年度は、国の経済政策に歩調を合わせ、小中学校の耐震化事業など
の大型公共事業を実施しました。将来の世代も恩恵を受けることができる
施設の整備に財源を多く使ったため、住民還元率が2.5ポイント下がる結
果になりました。

平成24年度の基礎的財政収支は、38億900万円の黒字で前年度とほぼ
同額でした。市債償還可能年数は0.6年の短縮となりましたが、これは
借金（ローン）の残高が減ったことが主な理由です。

区分 説明 23年度 24年度 増減

経常行政費用（D） 社会保障関係事業などの経常的な行政サービスを提供
するために必要な費用 403.38 415.73 　+12.35

経常収益（E） 皆さんに負担してもらう施設使用料、手数料などの収入 49.45 57.35 　　+7.9
純行政コスト（D-E）経常行政費用から経常収益を差し引いた額 353.93 358.38 　+4.45
受益者負担比率
（E／D）

市の事業で実際に利益を受けている人が、事業にかかる
費用をどれくらい負担しているのか、市民間の費用負担
の公平性を示す指標

12.3％ 13.8％ +1.5ポイント

区分 説明 23年度 24年度 増減
期初残高（H） 年度当初の純資産の残高 1745.75 1754.03 +8.28
期中変動額（I） 年度中の純資産の変動額 8.28 16.18 +7.90
期末残高（H+I） 年度末の純資産の残高 1754.03 1770.21 +16.18

住民還元比率

その年度に春日市に住んでいた市民に、その年度の財
源をどのくらい還元できたかを示す指標。この比率と
100％との差は、インフラ整備などにより将来の世代の
ために使われた財源の割合を示します。

93.9％ 91.4％ ▲2.5ポイント

区分 説明 23年度 24年度 増減
期初残高（J） 年度当初の現金の残高 37.79 49.91 +12.12
期中変動額（K） 年度中の現金の変動額 12.12 17.32 +5.2
期末残高（J+K） 年度末の現金の残高 49.91 67.23 +17.32

基礎的財政収支
借金の借り入れや返済を除く収支。その時点で必要な
経費を税収などでどれだけまかなえているのかを示し
ます。

38.61 38.09 ▲0.52

市債償還可能年数 基礎的財政収支が一定だと仮定した場合に、市債の完
済にあと何年かかるかを示す指標 18.6年 18.0年 ▲0.6年

（単位：億円）

（単位：億円）

（単位：億円）

毎年実施する行政サービスにかかる費用と収入から受益者負担の状況を示したものです。

過去の世代が負担し、蓄積された資産（純資産）が平成24年度中にどれくらい増減したかを示したものです。

平成24年度の現金の出入りを整理したものです。

要点解説！

要点解説！

要点解説！

社会保障関係経費の増加により経常行政費用（Ｄ）が伸びていますが、経
常収益（Ｅ）も増えたため、受益者負担比率は1.5ポイントの増となりま
した。特定の事業で実際に利益を受けている人が負担する割合が増えた
ことで、利益を受けていない人との公平性が向上しました。

② 行政コスト計算書

③純資産変動計算書

④資金収支計算書
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市
民
図
書
館
は
、平
成
26
年

度
か
ら
市
民
図
書
館
の
雑

誌
カ
バ
ー
に
事
業
広
告
を
掲
載
す

る「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」を
始

め
ま
す
。こ
の
制
度
は
、市
民
図
書

館
が
提
示
す
る
雑
誌
リ
ス
ト
か
ら

広
告
掲
載
を
希
望
す
る
雑
誌
を
選

び
、そ
の
雑
誌
の
年
間
購
入
代
金

を
支
払
う
も
の
で
す
。

　

新
刊
雑
誌
は
多
く
の
人
の
目
に

触
れ
る
た
め
、宣
伝
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

対
象　

企
業
お
よ
び
個
人
の
事
業

者
、公
共
団
体
な
ど

申
込
期
間　

随
時

申
請
方
法　

申
請
書
を
直
接
図
書

館
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
提

出
す
る

※
詳
し
く
は
、図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

http://w
w
w
.lib 

ra
ry
.city

.ka
su
g
a
.fu 

kuoka.jp/

）の「
春
日
市
民
図

書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
実

施
要
項
」を
見
て
く
だ
さ
い
。

▷
表
紙
下
部
に
広
告
が
入
り
ま
す

市
は
、こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｍ
２
・

５
に
対
す
る
注
意
喚
起

を
、県
内
の
福
岡
地
域
に
あ
る

測
定
局
11
局
の
う
ち
、「
１
測
定

局
で
も
午
前
５
時
・
６
時
・
７
時

の
１
時
間
値
の
平
均
値
が
85
マ

イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
／
立
方
メ
ー
ト

ル
を
超
過
し
た
場
合
」に
県
の

注
意
喚
起
基
準
に
基
づ
き
、春

日
市
総
合
情
報
メ
ー
ル
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、環
境
省

の
調
査
で
は
、当
初
の
判
断
基

準
の
時
間
で
あ
る
午
前
７
時
以

降
に
濃
度
が
上
昇
し
た
事
例
が

国
内
で
見
受
け
ら
れ
、注
意
喚

起
が
十
分
に
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
県
は
、予
測
の
確
実

性
を
あ
げ
る
た
め
、昨
年
12
月

６
日
か
ら
、従
来
の
注
意
喚
起

基
準
に
加
え
、新
た
な
基
準
を

設
け
て
、前
述
の
測
定
局
の
う

ち「
１
測
定
局
で
も
午
前
５
時

か
ら
正
午
ま
で
の
１
時
間
値
の

平
均
値
が
80
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

／
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
過
し
た

場
合
」に
も
注
意
喚
起
を
行
う

よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
を
受
け
、市
も
県

に
準
じ
た
判
断
基
準
で
引
き
続

き
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

ＰＭ2.5の注意喚起基準を変更
環境課 生活環境担当　☎（584）1111　F（584）1147

雑誌スポンサーを募集します
社会教育課 図書館担当　☎（584）4646　F（584）3900

市
は
、経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修
学
校
な

ど
で
修
業
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し

て
、修
学
資
金
や
入
校
支
度
金
を
貸
与
し
て
い
ま

す
。

　

収
入
基
準
や
対
象
と
な
る
学
校
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

対
象　

平
成
25
年
度
に
お
け
る
中
学
校
・
高
等
学

校
の
卒
業
者
お
よ
び
高
等
学
校
中
退
者

貸
与
額（
無
利
子
）

○
修
学
資
金

▽
専
門
課
程　

月
額
５
万
３
０
０
０
円

▽
そ
の
他
の
課
程
な
ど　

月
額
３
万
円

○
入
校
支
度
金

10
万
円

申
請
期
限　

４
月
30
日
㈬

申
請
先　

福
祉
計
画
課
地
域
福
祉
担
当（
市
役
所

２
階
）

専修学校などの入学・修学資金を貸与
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

福祉タクシー利用券　
交付が遅れます

　例年、３月から「福祉タクシー利用券」を
交付していますが、今年は消費税の増税に
伴い４月以降の初乗運賃額がまだ決定して
いないため、交付の時期が遅れます。初乗運
賃額が国の公示に基づき決定されるのは３
月以降の予定です。交付時期が決まり次第、
市報でお知らせします。
問い合わせ先　福祉支援課障がい担当

☎（584）1111
F（584）3090

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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心
身
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
ま
た

は
そ
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、国
や
市

は
各
種
手
当
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、現
在
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
で
、対
象

と
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合

（
下
表
参
照
）は
、必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。届
け

出
が
な
く
、手
当
が
過
払

い
と
な
っ
た
場
合
は
、過

払
い
金
の
返
還
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

重度障がい者対象　各種障がい者手当
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090

名称（実施主体）・額 年齢要件 受給要件 対象とならない人 支給月

特別障害者手当（国）

月額2万6080円
※所得制限あり

20歳以上 ▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、
体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）が重複
している人、または1つあり、かつ、障害基礎
年金2級程度の障がいが2つ以上ある人

▷両上肢、両下肢、体幹のいずれかの障がいが
あり、かつ常時特別の介護を要する人

▷内臓機能などに重度の障がいがあり、かつ絶
対安静を必要とする人

▷精神（知的）障がいがあり、かつ常時特別の
介護を要する人

※原則として医療機関が作成した診断書の提
出が必要です。

▷障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所し
ている（短期入所、グループ
ホームなどを除く）

▷病院や療養型医療施設、介護
老人保健施設などの施設に3
カ月を超えて入院（入所）して
いる

2・5・8・11月
障害児福祉手当（国）

月額1万4180円
※所得制限あり

20歳未満 ▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、
体幹、内臓機能、精神（知的）障がい）がある
人

▷身体または精神状態における障がいが重複
し、常時介護を必要とする人
※原則として医療機関が作成した診断書の提
出が必要です。

▷障がい者（児）施設などに入
所している（短期入所、グルー
プホームなどを除く）
▷障がいを事由とする公的年金
（障害厚生年金など）を受給
できる

春日市心身障害者
福祉手当（市）

月額7000円
※所得制限あり

なし ▷身体障害者手帳1級の人
▷療育手帳A判定の人
▷精神障害者保健福祉手帳1級の人

▷障がい者施設や特別養護老
人ホームなどの施設に入所し
ている（療養型医療施設、介
護老人保健施設、短期入所、
グループホームなどを除く）

▷特別障害者手当または障害
児福祉手当を受給している

春日市外国人障害者
福祉手当（市）

月額1万円
※所得制限あり

昭和37年
1月1日 以
前生まれ

外国人住民で、昭和57年1月1日以前に初診日
があり、身体障害者手帳1・2級または療育手
帳A判定で、障害基礎年金を受給できない人
※医療機関が作成した診断書の提出が必要で
す。

▷公的年金を受給している
▷生活保護費を受給している

3・9月

春日市重度障害者
介護手当（市）

月額6000円

障がい者
本人が
3歳以上

次の人を在宅で常時介護している同一住所地
の人
▷身体障害者手帳1級（下肢または体幹機能
障害が単一で1級の場合のみ）

▷療育手帳A判定
▷精神障害者保健福祉手帳1級

▷入院、入所、通所、就学、就労
などの理由により、常時介護
していると認められない

2・6・10月

※手当の額はいずれも平成25年度のものです。（特別障害者手当および障害児福祉手当は、平成25年10月分から改定）

■障がい者手当一覧
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議
会
３
月
定
例
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん

か
。

期
日
・
内
容

▽
２
月
24
日
㈪　

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提

案
理
由
の
説
明
）

▽
26
日
㈬　

本
会
議（
議
案
質
疑
な
ど
）、予

算
審
査
特
別
委
員
会

▽
27
日
㈭
・
28
日
㈮　

各
常
任
委
員
会

▽
３
月
３
日
㈪　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
４
日
㈫　

本
会
議（
補
正
予
算
議
案
採

決
）、予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
５
日
㈬　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
６
日
㈭　

各
常
任
委
員
会

▽
７
日
㈮　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
11
日
㈫･

12
日
㈬　

本
会
議（
一
般
質
問
）

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
放
送
を
行
い
ま
す

（
ア
ナ
ロ
グ
19
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
デ
ジ
タ
ル

１
１
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
）。

▽
13
日
㈭　

各
常
任
委
員
会（
議
案
採
決
）

▽
14
日
㈮　

予
算
審
査
特
別
委
員
会（
議
案

採
決
）

▽
17
日
㈪　

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調

査
事
件
の
調
整
な
ど
）

▽
18
日
㈫　

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑
、

討
論
、採
決
）

※
日
程
は
、都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

傍聴しませんか　春日市議会3月定例会
議事課 議事担当　☎（584）1111　F（584）1146

市
は
、リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
と
燃
え
る

ご
み
の
処
理
費
用
削
減
の
た
め
、古

紙
や
古
布
の
集
団
回
収
を
行
っ
て
い
る
団
体

に
対
し
、古
紙
な
ど
の
回
収
量
１
㎏
に
つ
き

９
円
の
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
る
は
ず

だ
っ
た
紙
や
古
布
が
、集
団
回
収
に
よ
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、報
償
金
は
各
団
体
の
活

動
資
金
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

古
紙
な
ど
の
集
団
回
収
は
、事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、ご

み
減
量
推
進
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

古紙などの集団回収を始めませんか
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111　F（584）1147

集団回収に協力しましょう

　現在、各地区の自治会や子ども会、老人会、ス
ポーツ少年団など102団体が、古紙などの集団
回収に取り組んでいます。
　古紙や古布を集団回収に出すことは、家庭で
手軽にできるごみの減量・リサイクルの1つです。
回収している品目や日時など、詳しくは各地区の
公民館に問い合わせてください。

市
は
、市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、経
済
活

動
の
促
進
と
経
営
の
安
定
を
目
的
に
、金

融
機
関
を
通
し
て
低
利
で
事
業
資
金
を
融
資
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
制
度
は
、県
信
用
保
証
協
会
の
保
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、こ
の
場
合
の
保
証
料
に

つ
い
て
も
、完
済
後
に
市
が
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
春
日
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

融
資
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

利
率　

年
１
・
７
５
％
（
利
率
は
毎
年
変
更
）

返
済
期
間　

５
年
以
内（
融
資
額
が
５
０
０
万

円
以
上
の
場
合
は
７
年
以
内
）

申
込
先　

春
日
市
商
工
会

☎（
５
８
１
）１
４
０
７

F（
５
７
５
）０
７
０
２

○
信
用
保
証
料
補
助
制
度

補
助
対
象　

▽
春
日
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度
を
利

用
し
、完
済
し
た
人

▽
借
入
日
か
ら
全
額
返
済
し
た
日
ま
で
の
間
、

市
内
に
住
所
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
を
有

し
、か
つ
、継
続
し
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
人

補
助
額　

信
用
保
証
料
と
し
て
保
証
協
会
に
支

払
っ
た
額（
還
付
金
額
を
控
除
後
の
額
）

申
請
期
間　

融
資
完
済
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以

内

申
込
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

中小企業者に事業資金などを融資
地域づくり課 商工農政担当　☎（584）1111　F（584）1153



トピックス
～まちの話題や人物の紹介～

新婚夫婦を祝福

春日の婿押し
　春日地区で前年に結婚した夫婦を祝う婿押し祭りが
1月14日、春日神社で行われました。この祭りは400年
以上の歴史を持ち、同神社の氏子たちで組織する三期
組合を中心に、古くからのしきたりにのっとって行わ
れる全国的にも珍しい年中行事です。国指定重要無形
民俗文化財にも指定されています。
　祭りは、子どもの樽

た る と

取りでスタート。宿の行事で今
いまむら

村
太
たいよう

陽さん他3組の新婚夫婦が披露された後、大勢の観
客が見守る中、男衆たちは神社横の御

み い け

池に飛び込んで、
神
み き だ る

酒樽を競り合いました。
　その後、拝殿に上がり、婿を囲んで拝殿揉

も

み（婿押し）
を行い、新郎を手荒く祝福しました。

大会結果をお知らせします

第 39回春日市走ろう大会（ラン＆ウォーク）
　1月19日、白水大池公園で春日市走ろう大会を行いました。今年はたくさ
んの人に参加してもらおうと、ウォーキングを同時開催し、207人が参加。
時折冷たい風が吹く中、参加者たちはさわやかな汗をかきながらゴールを
目指しました。
　リレーマラソン3周のパフォーマンスの部では、派手な衣装や小道具を
使ったユーモアあふれる走りを披露し、会場は大いに盛り上がりました。

◁
元
気
に
ス
タ
ー
ト
す
る
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
出
場
者

○1位入賞者　※敬称略
【2.2kmの部（男子）】
▷瀨

せ り

利拓
たく み

望
【2.2kmの部（女子）】
▷山
やまぐち

口真
ま み

実
【5kmの部】
▷高校生～ 29歳男子　下

しもかわ

川　史
ふみと

▷30歳～ 39歳男子　古
ふるかわ

川佳
よし き

樹
▷30歳～ 39歳女子　緒

おがた

方文
あや こ

子
▷40歳～ 59歳男子　湯

ゆあさ

浅俊
とし お

男
▷40歳～ 59歳女子　鶴

つるおか

岡京
けい こ

子
▷60歳以上男子　木

きのした

下　昇
のぼる

▷60歳以上女子　江
えがわ

川芳
よし こ

子

【10kmの部】
▷高校生～ 29歳男子　芥

あくたがわ

川宗
むね き

樹
▷30歳～ 39歳男子　石

いしだ

田正
まさひろ

裕
▷30歳～ 39歳女子　井

いのうえ

上佳
よし こ

子
▷40歳～ 59歳男子　鬼

おにまる

丸　学
まなぶ

▷40歳～ 59歳女子　脇
わきやま

山滿
ま き こ

喜子
▷60歳以上男子　藤

ふじおか

岡茂
しげ み

己
▷60歳以上女子　大

おおうら

浦慶
けい こ

子
【リレーマラソン】
▷5周の部
　春日市役所サッカー部
▷3周の部（最優秀パフォーマンス賞）
　春日いきいきルーム　ゆかいな仲間たち

◁
勢
い
良
く
ス
タ
ー
ト
す
る
10
㎞

マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
者
た
ち

1 子どもの樽取り　2 婿と婿抱きの盃
さかずき

（宿の行事）　3 拝殿揉みで祝い歌　

3
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イ
ベ
ン
ト

開
催
し
ま
す

第
８
回
福
岡
県
景
観
大
会

　

県
は
、ま
ち
づ
く
り
団
体
、大
学
、市

町
村
、県
で
構
成
す
る「
福
岡
県
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」を
中
心
に
、個
性

豊
か
で
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

良
好
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、「
第
８
回
福
岡
県

景
観
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時　

３
月
１
日
㈯

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
開
場
／
午
前
10
時
）

場
所　

九
州
国
立
博
物
館（
太
宰
府
市

石い
し
ざ
か坂
４
ー
７
ー
２
）

内
容　

子
ど
も
た
ち
や
ま
ち
づ
く
り
団

体
に
よ
る
活
動
の
発
表
▽
太
宰

府
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
福
岡
県
景
観
文
化
展
▽
福
岡

県
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
建
築

賞
・
屋
外
広
告
景
観
賞
の
受
賞

者
の
表
彰
式
▽
パ
ネ
ル
展（
受

賞
作
品
と
協
議
会
会
員
の
活
動

紹
介
）

※
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、２
月
25
日

㈫
か
ら
同
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
建
築
都
市
部
都
市

計
画
課
都
市
政
策
係

☎（
６
４
３
）３
７
１
２

F（
６
４
３
）３
７
１
６

開
催
し
ま
す

耳
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

　

３
月
３
日
の
耳
の
日
に
ち
な
み
、耳

に
関
す
る
講
演
会
や
相
談
会
、ま
た
、体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

３
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
１
階
ア
ト
リ
ウ

ム
・
円
形
ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー
１
）

講
演

▽
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で

講
師　

西に
し
は
た畑
絵え

り里
さ
ん

▽
服
用
あ
る
あ
る
〜
薬
に
ま
つ
わ
る
？

を
解
決
〜

講
師　

夏な
つ
や
ま山
絢じ

ゅ
ん
こ子
さ
ん（
福
岡
市
薬

剤
師
会
薬
剤
師
）

▽
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
る
た
め

に講
師　

吉よ
し
な
が永
明あ

き
ふ
み史
さ
ん（
柳
川
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
言
語

聴
覚
学
科
）

▽
ス
ギ
の
木
も
悩
む「
ス
ギ
花
粉
症
」

講
師　

横よ
こ
や
ま山
敏と

し
た
か孝
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
花

粉
情
報
協
会
理
事
）

▽
難
聴
と
補
聴
に
つ
い
て

講
師　

松ま
つ
だ田
洋よ

う
い
ち一
さ
ん（
松
田
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
地
区
耳
鼻
咽
喉

科
専
門
医
会
広
報
担
当　

宿
久

耳
鼻
咽
喉
科

☎（
５
７
４
）４
１
８
７

F（
５
７
４
）４
１
８
６

開
催
し
ま
す

九
博
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

　

各
種
体
験
や
探
訪
ツ
ア
ー
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
23
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

九
州
国
立
博
物
館
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ホ
ー
ル
他（
太
宰
府
市
石い

し
ざ
か坂

４
ー
７
ー
２
）

内
容　

文
字
や
も
ん
よ
う
を
紙
に
写
そ

う
▽
だ
る
ま
の
絵
付
け
▽
タ
ン

グ
ラ
ム（
パ
ズ
ル
）で
遊
ぼ
う
▽

チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
て
み
よ

う

※
筑
紫
地
区
児
童
画
展（
２
月
18
日
㈫

〜
23
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）も
同
時
開
催
し
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
０（
５
５
４
２
）８
６
０
０

健　

康

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
、子
ど

も
の
食
事
が
気
に
な
る
人
な
ど
、食
生

活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄

養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
26
日
㈬
、３
月
12
日
㈬
、27

日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福　

祉

職
業
訓
練
で
早
期
就
職
を

求
職
者
支
援
制
度

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

な
ど
を
対
象
に
、民
間
訓
練
機
関
が
厚

生
労
働
省
の
認
定
を
受
け
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。受
講
料
は
無
料（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）で
、訓
練
期

間
中
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支
援
を

行
い
ま
す
。一
定
の
要
件
を
満
た
す
人

に
は
、訓
練
期
間
中
、月
10
万
円
の
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
南

に
問
い
合
わ
せ
る
か
、福
岡
労
働
局
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://fukuoka
-ro
ud
o
ukyo

ku.jsite.m
hlw

.
go.jp/hourei_seido_tetsuzuki/
shokugyou_kunren/_81661.
htm
l

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡

南

☎（
５
１
３
）８
６
０
９

F（
５
７
４
）６
５
５
４

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111



市 報 か す が
平成26年2月15日9

子
育
て

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。

　

託
児（
１
人
３
０
０
円
、先
着
15
人
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　

生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時　

３
月
18
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

材
料
費　

２
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記

名
済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

２
月
17
日
㈪
〜
28
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

開
催
し
ま
す

春
日
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

○
春
レ
ク
人
権
学
習「
生
活
の
中
に
見

え
る
人
権
、見
え
に
く
く
な
る
人
権
」

私
た
ち
の
人
権
は
本
当
に
尊
重
さ

れ
、守
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

２
月
20
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
学
習
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

受
講
料　

無
料

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

○
シ
ニ
ア
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教
室ス

ト
レ
ッ
チ
・
体
力
作
り
・
体
幹
矯

正
と
楽
し
い
仲
間
作
り
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　

３
月
６
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室

受
講
料　

１
２
０
０
円（
保
険
・
お
茶

代
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

○
第
２
弾
こ
い
の
ぼ
り
陶
芸
教
室

手
作
り
の
か
わ
い
い
こ
い
の
ぼ
り

を
玄
関
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

４
月
３
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
実
習
室
Ａ

材
料
費　

２
０
０
０
円（
お
茶
代
含

む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

○
レ
ク
書
道
教
室

毛
筆
と
硬
筆
の
基
礎
基
本
を
丁
寧

に
伝
授
し
ま
す
。い
つ
で
も
見
学
で

き
ま
す
。

日
時　

毎
月
３
回（
木
曜
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内

受
講
料　

２
５
０
０
円

定
員　

10
人（
申
込
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会　

桃も
も
き
た北

☎（
５
８
２
）１
６
５
８（
F
兼
用
）

☎
０
８
０（
５
２
０
３
）８
０
７
６

参
加
し
ま
せ
ん
か

筑ふ
る
さ
と紫
ビ
ジ
ョ
ン
講
演
会

　

筑
紫
地
区
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う

た
め
の
講
演
会
で
す
。

　

参
加
者
に
は
九
州
国
立
博
物
館
の
特

別
展（
国
宝
大
神
社
展
）の
観
覧
券
を
進

呈
し
ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
㈭

午
後
１
時
〜
２
時
45
分（
受
付

／
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

九
州
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ホ
ー
ル（
太
宰
府
市
石い

し
ざ
か坂

４
ー
７
ー
２
）

演
題　

文
化
財
と
ま
ち
づ
く
り

講
師　

三み

わ輪
嘉か

ろ
く六
さ
ん（
同
博
物
館
館

長
）

定
員　

２
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法

人　

福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
筑
紫
支
部

☎（
９
２
３
）８
９
４
８

F（
９
２
３
）８
９
６
６

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

冬を楽しむ
　冬の寒さも一段と厳しさを増して
いますが、我慢をせずに、冬を楽しみ
ながら省エネを実践しましょう。
○暖房機器を変えてみる

エアコンなどをストーブや火鉢
に変えると、やかんを置いて加湿
器代わりにしたり、鍋を置いてコ
トコトと煮炊きをしたり、アルミ
箔
はく

に包んで焼き芋を作ったりと楽
しむことができます。
※換気を忘れずに。

○体の芯から温まる入浴
寒いと湯温を上げてしまいがち

ですが、熱い風呂は体表面の温度
がすぐに上がってしまい体の芯ま
で温まる前に温まったと錯覚を起
こすため、「ちょっと寒い」と感じ
るくらいでの入浴が適切です。

○足湯でゆったり温める
洗面器やバケツに、入浴時より

少し熱めの42度ぐらいの湯を入
れ、足を20分程漬けると、体全体
が温まってきます。あら塩を入れ
ると発汗作用があり、アロマオイ
ルを入れるとリラックス効果や保
湿効果があります。

○体を温める飲み物や食べ物
旬の食べ物は体を温める効果が

あります。そのため、旬の具材をた
くさん取れる鍋は最適です。
また、くず湯やしょうが湯、紅
茶、温かい牛乳なども体を温める
効果があります。逆にコーヒーや
緑茶は、体を冷やす効果があると
言われています。

○昔の知恵を活用
冬至にかぼちゃを食べ、ゆず湯

に入るなど昔からの習慣は理にか
なったものが多いようです。生活
の中に取り入れて次世代へ伝える
ことも大事ではないでしょうか。
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城
市
、那
珂
川
町
の
い
ず
れ
か

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
e
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
対
応
の
実
技
救
命
講
習
）

日
時　

３
月
16
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

※
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、同
消
防

本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
応
急

手
当
ウ
ェ
ブ
講
習（
約
60
分
）を
個

人
で
受
講
し
、お
お
む
ね
１
カ
月

以
内
に
実
技
を
中
心
と
し
た
実
技

救
命
講
習
を
受
講
す
れ
ば
救
命
講

習
を
修
了
し
た
も
の
と
認
定
し
、

修
了
証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

○
上
級
救
命
講
習

日
時　

３
月
２
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
支
え
る
た
め
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

受
講
者
に
は
、「
認
知
症
の
人
を
支
援

し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」を
渡
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

３
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

講
話「
認
知
症
の
基
礎
知
識
と

対
応
の
方
法
に
つ
い
て
」

講
師　

三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、介
護
福

祉
士
）

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

２
月
17
日
㈪
以
降
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
の
教
室
受
講
者
募
集

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、年
間
を
通
し
た
庭

木
の
管
理
の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る

「
緑
の
教
室
」の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

対
象　

県
内
在
住
で
、全
８
回
出
席
で

き
る
人（
平
成
24
、25
年
度
の
受

講
者
は
除
く
）

日
程
・
内
容

▽
第
１
回　

４
月
20
日
㈰

　

樹
木
の
特
性
と
樹
木
観
察

▽
第
２
回　

５
月
18
日
㈰

　

庭
木
の
整
姿
と
剪せ

ん
て
い定

▽
第
３
回　

６
月
15
日
㈰

　

樹
木
の
病
害
虫
と
防
除

▽
第
４
回　

７
月
13
日
㈰

　

樹
木
の
殖
や
し
方

▽
第
５
回　

８
月
17
日
㈰

　

生
け
垣
の
作
り
方
と
管
理

▽
第
６
回　

９
月
21
日
㈰

　

樹
木
の
植
栽
と
移
植

▽
第
７
回　

10
月
19
日
㈰

　

土
と
肥
料
の
基
礎
知
識

▽
第
８
回　

12
月
14
日
㈰

　

庭
作
り
の
基
礎
知
識

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午（
午
前

の
部
）、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
午
後
の
部
）

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
田
主

丸
町
益ま

す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

定
員　

各
部
60
人（
応
募
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　

３
月
20
日
㈭
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号（
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）、希
望
す
る

時
間
帯
を
記
入
し
て
申
し
込
む

※
応
募
者
全
員
に
４
月
10
日
㈭
ま
で
に

結
果
を
通
知
し
ま
す
。

春
日
ゆ
り
か
も
め
ア
イ
の
会

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

点
字
を
学
び
、視
覚
障
が
い
者
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ま
た
不
要
に
な
っ
た
点
字
器
が
あ
れ

ば
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。Ｂ
5
サ
イ
ズ（
点

字
板
、定
規
、点
筆
）の
セ
ッ
ト
で
、木

製
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ど
ち
ら
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

日
時　

４
月
11
日
㈮
〜
７
月
４
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日（
全
12
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
中

会
議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

参
加
費　

１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

他
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
３
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
講
習
会
で
す
。筆

記
と
実
技
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
が

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

中
学
生
以
上
で
春
日
市
、大
野

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー
管
理

事
務
所（
〒
839
ー
１
２
１
３

久
留
米
市
田
主
丸
町
益
生
田

１
１
２
５
福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー「
緑
の
教
室
」係（
月
曜
日

休
館
）

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

点
訳
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

点
字
、視
覚
障
が
い
者
の
支
援
に
関

心
が
あ
る
人
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
講
料
、教
材
費
は
無
料
で
す
が
、最

後
ま
で
出
席
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

日
時　

４
月
８
日
㈫
〜
７
月
８
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
全
12
回
、祝

日
は
休
講
）

場
所　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
１
ー
１
ー

34
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
３
日
㈪
午
前
９
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

㈱
点
字
教
室
係（
電
話
受
付
時

間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
）

☎（
７
５
１
）４
０
７
０

F（
７
１
５
）１
１
４
８



市 報 か す が
平成26年2月15日11

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

講
習
会
参
加
者
募
集

○
パ
ソ
コ
ン「
建
築
Ｊ
W
ー

C
Ａ
D
」講

習
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人
を
対
象
と
し
た
設
計
ソ
フ
ト

「
Ｊ
W
ー

C
Ａ
D
」の
主
要
機
能
講
習

で
す
。

日
時　

４
月
16
日
㈬
〜
６
月
６
日
㈮

の
水
・
金
曜
日（
全
14
回
）

▽
朝
ク
ラ
ス

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
夜
ク
ラ
ス

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

※
４
月
30
日
㈬
、５
月
２
日
㈮
は
休

講
で
す
。

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

３
万
９
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
を
含
む
）

定
員　

各
15
人

申
込
方
法　

３
月
５
日
㈬
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
ア
ク
セ
ス
２
０
１
０
」講

習

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き
る

人
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
加
工
ソ
フ

ト「
ア
ク
セ
ス
」の
主
要
機
能
習
得
講

習
で
す
。

日
時　

４
月
18
日
㈮
〜
６
月
６
日
㈮

の
火
・
金
曜
日（
全
12
回
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

※
４
月
29
日
㈫
、５
月
２
日
㈮
・
６
日

㈫
は
休
講
で
す
。

場
所　

同
協
会（
福
岡
市
東
区
千ち

は
や早

５
ー
３
ー
１
）

受
講
料　

２
万
７
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
を
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
３
日
㈪
午
前
９

時
以
降
に
、電
話
で
申
し
込

む

○
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
講
習

不
動
産
取
引
業
務
に
欠
か
せ
な
い

資
格「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
」の
受

験
対
策
講
習
で
す
。

日
時　

４
月
22
日
㈫
〜
８
月
１
日
㈮

の
火
・
金
曜
日（
全
27
回
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時（
最

終
日
は
午
後
８
時
30
分
ま

で
）

※
４
月
29
日
㈫
、５
月
２
日
㈮
・
６
日

㈫
は
休
講
で
す
。

場
所　

同
協
会

受
講
料　

６
万
２
０
０
０
円（
問
題

集
、参
考
書
代
な
ど
を
含
む
）

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
４
日
㈫
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

☎（
６
７
１
）６
８
３
１

F（
６
７
２
）２
１
３
３

相　

談

高
齢
者・障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　

公
証
人
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
、成
年
後
見
制

度（
法
定
後
見
、任
意
後
見
い
ず
れ
も

可
）や
、遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、死
後

事
務
処
理
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時

▽
２
月
25
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
３
月
20
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
）

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　

示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求
書
な
ど
の
作

成
お
よ
び
保
険
請
求
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
、行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

予
約
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。直
接

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
８
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

☎（
６
４
１
）２
５
０
１

F（
６
４
１
）２
５
０
３

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所

解
雇・雇
止
め
集
中
相
談
会

　

年
度
末
に
増
加
傾
向
に
あ
る
解
雇
な

ど
の
問
題
に
対
し
て
、労
働
者
・
使
用
者

を
問
わ
ず
、無
料
で
電
話
や
面
接
に
よ

る
労
働
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、必
要
に
応

じ
て
弁
護
士
相
談（
午
後
３
時
〜
７
時
）

を
行
い
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、１
人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
26
日
㈬

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

場
所　

同
事
務
所（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か

坂さ
か

１
ー
８
ー
８
福
岡
西
総
合
庁

舎
５
階
）

※
弁
護
士
へ
の
法
律
相
談
は
、事
前
に
相

談
を
受
け
て
か
ら
の
取
り
次
ぎ
に
な

り
ま
す
。

※
当
日
、都
合
が
つ
か
な
い
人
に
つ
い

て
は
、平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で
、電
話
や
面
談
に

よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

F（
７
１
２
）０
４
９
７

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
気
を
付
け
よ
う
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル

や
犯
罪
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
に
は
十
分
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、保
護
者
は
子
ど
も
た
ち
が

悪
質
な
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、子
ど
も
が
使
用
す

る
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に「
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
」を
導
入
し
た
り
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
６
つ
の
約
束
」を

守
る
よ
う
話
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
６
つ
の
約
束

▽
書
き
込
み
で
人
を
傷
つ
け
な
い

▽
知
ら
な
い
人
に
名
前
や
連
絡
先

を
教
え
な
い

▽
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
会

わ
な
い

▽
人
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
勝
手
に
使

わ
な
い
、人
に
教
え
な
い

▽
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、大

人
に
相
談
す
る

▽
違
法
な
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
な
い

地
域
づ
く
り
課
地
域
づ
く
り
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

筑
紫
野
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
心

安
全
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募　

集

大
和
町
地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

対
象　

住
み
込
み
可
能
な
単
身
ま
た
は

夫
婦
世
帯

勤
務
場
所　

大
和
町
地
区
公
民
館（
大

和
町
2
ー
16
ー
２
）

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

業
務
内
容　

公
民
館
内
外
の
清
掃
・
整

理
整
頓
、公
民
館
の
施
錠
・
火
災

予
防
な
ど
安
全
管
理
、公
民
館

各
種
備
品
な
ど
の
管
理
、戸
締

り
・
消
灯
点
検
な
ど

休
日　

毎
週
日
曜
日
、年
末
年
始
、盆
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

応
募
方
法　

２
月
28
日
㈮
ま
で
に
、履

歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

※
手
当
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
町
地
区

自
治
会（
〒
816
ー
０
８
７
４
大

和
町
2
ー
16
ー
2
）藤ふ

じ
い井
敏と

し
か
ず和

☎（
５
８
２
）１
１
４
０（
F
兼
用
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
「
第
27
回
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」の
一
環
と
し
て
行
う
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
店
料
は
無
料
で
す
。

期
日　

５
月
11
日
㈰

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
内

出
店
内
容　

飲
食
物
は
不
可

出
店
数　

50
店（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

３
月
20
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、出
品
内
容
、「
フ

リ
マ
申
込
」と
明
記
し
て
申
し

込
む

※
出
店
の
決
定
は
、受
付
期
間
修
了
後

に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

申
込
先　

同
セ
ン
タ
ー（
〒
839
ー
１
２ 

１
３
久
留
米
市
田
主
丸
町

益ま
す
お
だ

生
田
１
１
２
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

そ
の
他

実
施
し
て
い
ま
す

労
働
力
調
査

　

総
務
省
と
県
は
、毎
月
、労
働
力
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

統
計
調
査
員
が
訪
問
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区　

白
水
ヶ
丘
５
丁
目

調
査
期
間　

３
月
〜
７
月

問
い
合
わ
せ
先　

県
企
画
・
地
域
振
興

部
調
査
統
計
課
調
査
第
一
班
労

働
力
調
査
担
当

☎（
６
５
１
）１
１
１
１

F（
６
４
３
）３
１
９
２

　体の幹である胴体全体を強化す
る体幹トレーニングです。体の中心
を鍛えて、ゆがみを改善し、疲れに
くい体をつくりましょう。
フロントブリッジ
①うつ伏せで、両肘を肩の真下に
つく。
②上体を起こし、つま先を立てる。
③なるべく身体が一直線になるよ
うに保ち、30秒維持する。お尻
が上がらないように注意する。

いきいき体操 　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、良
く
な
っ

た
り
、悪
く
な
っ
た
り
を
繰
り
返
し
慢

性
的
に
経
過
す
る
、か
ゆ
み
の
あ
る
湿

疹
で
す
。乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
、あ

ら
ゆ
る
年
齢
層
で
発
症
し
ま
す
。

○
原
因発

症
す
る
人
の
多
く
は
、ア
ト

ピ
ー
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。ア
ト

ピ
ー
素
因
と
は
、①
家
族
歴
、既

往
歴（
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
、ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎・
結
膜
炎
、ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
）、②
ア
レ
ル
ギ
ー
の
反

応
の
原
因
と
な
る
物
質
に
対
し
て

体
内
で
抵
抗
す
る
物
質
が
過
剰
に

作
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い
ま

す
。

○
症
状か

ゆ
み
を
伴
っ
た
湿
疹
が
慢
性

的
に
経
過
し
、左
右
対
称
に
広
が
り

ま
す
。年
齢
な
ど
に
よ
り
湿
疹
の
で

き
や
す
い
場
所
は
異
な
り
ま
す
。空

気
が
乾
燥
す
る
冬
に
症
状
が
悪
化

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

○
治
療
方
法

治
療
法
は
主
に
環
境
の
整
備
、

乾
燥
肌
に
対
す
る
ス
キ
ン
ケ
ア
、薬

物
療
法
が
あ
り
ま
す
。家
の
ほ
こ
り

や
食
物
に
よ
っ
て
出
る
場
合
に
は
、

原
因
の
物
質
を
取
り
除
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

ま
た
、皮
膚
が
乾
燥
し
な
い
よ
う

に
保
湿
効
果
の
あ
る
外
用
薬
を
入

浴
後
な
ど
に
使
用
し
て
、皮
膚
の
調

子
を
整
え
ま
す
。か
ゆ
み
が
長
引
い

た
り
、湿
疹
が
引
か
な
い
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
し
、専
門
家
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

か
す
が
っ
子
ワ
イ
ワ
イ
ま
つ
り

　

本
校
は
、毎
年
11
月
に「
か
す

が
っ
子
ワ
イ
ワ
イ
ま
つ
り
」と
い

う
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
、本
校
で
16
年
の
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。保
護
者
や

地
域
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
、子

ど
も
た
ち
を
い
か
に
楽
し
ま
せ
る

か
と
い
う
知
恵
が
集
結
さ
れ
ま

す
。そ
の
た
め
に
、ワ
イ
ワ
イ
ま
つ

り
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、６

月
か
ら
準
備
が
始
ま
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
回
こ
の
祭
り
で
一
人

の
男
の
子
が
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。努
力

の
甲
斐
あ
っ
て
素
敵
な
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。男
の
子
は
、壊
れ
な

い
よ
う
に
大
切
に
家
に
持
っ
て
帰

る
と
、自
分
の
ア
パ
ー
ト
の
隣
の

部
屋
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
一

人
暮
ら
し
の
お
婆
ち
ゃ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

後
日
、お
婆
ち
ゃ
ん
は
、本
校
の

職
員
に
こ
の
時
の
お
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
こ
の
子
の

気
持
ち
が
う
れ
し
く
て
」と
、涙
を

流
し
な
が
ら
・
・
・
・
・
。

　
　

春
日
小
校
長　

清き
よ
た
け武

直な
お
と人

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち
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二
月
と
言
え
ば
節
分
。小
さ
な

子
ど
も
が
い
な
い
我
が
家
で
は
、

鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
た
り
、豆
を
ま

く
事
は
な
く
な
り
ま
し
た
。年
齢

分
の
豆
を
食
べ
る
に
も
、い
つ
し

か
結
構
大
変
な
量
に
…
▼
と
言
う

訳
で
、私
は
こ
こ
数
年
も
っ
ぱ
ら

恵
方
巻
き
を
食
べ
て
い
ま
す
。恵

方（
そ
の
年
の
干え

と支
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
最
も
良
い
と
さ
れ
る
方

角
）に
向
か
っ
て
、無
言
で
一
本
丸

ご
と
の
り
巻
き
を
食
べ
る
あ
れ
で

す
▼
私
が
学
生
の
頃
は
ほ
と
ん
ど

見
聞
き
し
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶

し
て
い
ま
す
が
、最
近
は
有
名
に

な
り
、特
に
関
西
以
西
で
は
か
な

り
定
着
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

起
源
に
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す

が
、全
国
に
広
ま
っ
た
の
は
90
年

代
に
コ
ン
ビ
ニ
を
始
め
と
し
た
小

売
業
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
か
▼
と
も

あ
れ
、厄
を
払
い
福
を
願
う
の
は
、

豆
ま
き
も
恵
方
巻
き
も
同
じ
。今

年
も
健
康
で
平
和
な
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
か

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時～16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月～金曜日／10時
～16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月～金曜日／9時～16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月～金曜日／8時30分～17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月～金曜日／8時30分～17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／9時30分～16時（祝日を除く金曜日は18
時～20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時～16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（ http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記以外にも、各種相談窓口を情報政策課【☎（584）1148】や市ウェブサイ
ト（ http://www.city.kasuga.fukuoka.jp）で紹介しています。

子どもが病気になった時の対応について

　子どもを抱っこすると、「いつもと違う」とはっとするこ
とがあります。さっきまで元気にしていたのに、熱を測ると
38度。受診したいけれど、診療時間外の場合、どう対応して
いますか。
　まずは、落ち着いて、熱だけでなく、顔色や咳、呼吸の状況
など、子どもの様子をよく観察してください。口呼吸をして
いたら、鼻が詰まっているのかもしれません。目の充血や皮
膚の湿疹、おしっこやウンチの状態、食欲、水分摂取の状況、
そして、子どもの活動状況と機嫌。これらの情報を考え合わ
せて、判断する必要があります。ぐったりしておらず、水分
が取れていれば、翌日まで様子をみてみましょう。
　本人がゆっくり眠れるように、汗をかいたら着替えさせ、
子ども用イオン飲料などで水分摂取を促し、熱さましの
シートなども活用しましょう。鼻がかめない子どもには鼻

水吸い器も便利です。
　しかし、急に意識がもうろうとしてきたときや、けいれん
が治まらないときは、救急車を呼ぶ必要がある場合もあり
ます。
　自分で判断ができない場合は、電話で「＃8000」小児救
急医療（午後7時～翌朝7時）に相談してください。小児科
医、看護師の適切なア
ドバイスが受けられ
ます。
　日頃から、予防接種
などで病気の予防に
努め、気になることが
あれば、かかりつけの
小児科医に相談しま
しょう。
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こ
れ
は
、黒く

ろ
だ
か
ん
べ
え

田
官
兵
衛（
孝よ

し
た
か高

）の
父
・
黒
田（
小こ

で
ら寺

）職も
と
た
か隆

の
墓

石
を
描
い
た
絵
図
で
す
。黒
田
職
隆
は
、播は

り
ま
の
く
に

磨
国（
今
の
兵
庫
県

姫
路
市
）で
小
寺
則の

り
た
か職・

政ま
さ
た
か職

に
仕
え
、天
正
13
年（
１
５
８
５

年
）８
月
22
日
に
没
し
、御ご

ち
ゃ
く着

茶ち
ゃ
う
す
や
ま
じ
ょ
う

臼
山
城
近
く
の
心し

ん
こ
う
じ

光
寺
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

　

慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）に
関
ヶ
原
の
戦
い
で
の
功
績
に
よ

り
黒
田
長な

が
ま
さ政

が
初
代
藩
主
と
し
て
筑
前
国（
今
の
福
岡
県
）に

入
っ
て
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
後
に
は
、職
隆
の
墓
の
所
在
は
分

か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、没
後
２
０
０
年
が

た
っ
た
、天
明
３
年（
１
７
８
３
年
）10
月
23
日
に
墓
が
発
見
さ

れ
、九
代
藩
主
黒
田
斉な

り
た
か隆

に
よ
っ
て
、補
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
図
は
、平
成
13
年
に
春
日
市
に
寄
贈
さ
れ
た
近
世
初

期
か
ら
幕
末
頃
に
か
け
て
の
史
料『
佐さ

と
う
や
す
と
し
け

藤
恭
敏
家
文も

ん
じ
ょ書

』の
一
部

で
、修
復
工
事
を
行
っ
た
天
明
４
年
頃
に
描
か
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、墓
石
図
を
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で

３
月
３
日
ま
で
展
示
中
で
す
。

黒
田
官
兵
衛
の
父
・
黒
田
職
隆
の
墓
石
図

市
の
木

な
ぎ
の
木

△黒田職隆の墓石図


